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９．結論

Feature Captured Motion illusion: Interpretation and Ver-
ification
First, 16 black disks are arranged in the form of a circle at 

intervals of 22.5°on a gray background. These disks then disap-
pear for a moment—i.e., for about 133 ms—one after another 
and in a clockwise direction. Under these conditions, successive 
counterclockwise classical motions become apparent in each 
disk. When the duration of disappearance of each disk is de-
creased to 67 ms, a clockwise motion of shadow is observed. In 
this scenario, when colored disks are presented at four posi-
tions—namely, at the 12, 3, 6, and 9 o’clock—among the 16 
black disks in sync with the circular motions of the shadows, a 
colored disk running circularly in a clockwise direction is ob-
served, even though colored disks are presented only at four 
places. It may be inferred that the color of the disks presented 
on the four corners of the circular trajectory is captured and re-
flected by the moving shadow. This phenomenon may be re-
ferred to as“Feature Captured Motion Illusion.” The purpose of 
this study is to discuss the perception of motion and the appar-
ent motion on the basis of phenomena observed in several vari-
ations of this Feature Captured Motion Illusion.

  ［Abstract］

キーワード：v現象，マグニφ，影の運動，特徴捕捉運動錯視
Key words：v-phenomenon, Magni φ , Motion of shadow, Feature Captured Motion Illusion

１．序論

　Fig.1-(1) か ら Fig.1-(2) の よ う に、 パ ソ
コンモニター上に灰色を背景として直径

11.8cm の円周上に等間隔に配列された１６
個の黒丸（直径12.9mm）が1個ずつ順に時
計回りに消えては現れるという刺激を提示
すると、当該の刺激から次の刺激が提示さ
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れるまでの時間間隔（SOA : Stimulus-onset 
asynchrony）が長い条件（例えば133ms：そ
れぞれの黒丸の提示時間は133ms で ISI は
0ms）では、Fig.1-(1) の空白の位置にその右
側にあった黒丸が反時計回りに仮現運動をし
て移動している様子が知覚される。従ってそ
の位置変化が一周する時の全体の動きをとし
ては、次々と反時計回りに黒丸が一つずつ仮
現運動をしているように知覚される。次にそ
れぞれの静止図形と次の静止図形が提示さ
れるまでの時間感覚（SOA）を短くすると
（例えば67ms, ISI は0ms）、反時計回りの一
つ一つの仮現運動は知覚されず、形の無い
灰色の影が時計回りに円環運動している様
子が観察される。この現象は Hayashi(1990)
が「新しい仮現運動 new apparent motion 
(v-movement)」として紹介したものである
が（鷲見 (2014) は「林の影の運動」と呼ん
でいる）、Hayashi(1990) はこの現象を連続
的な off-neuron の反応による仮現運動として
解釈している。

　

Fig.1　Hayashi（1990） の 影 の 運 動 の 一
部　：　（1） 円 環 状 に 並 べ ら れ た 黒
丸の内、最上段から一つ右側の黒丸が
67msec 消失する。(2) 次にその位置
に黒丸が現れて、その右側の黒丸が
67msec 消失する。これを順次時計回
りに繰り返すことで、形を持たない影
が時計回りに円環運動する様子が観察
される。

(1) (2)

　これと同様の現象を Steinman, Pizlo & 
Pizlo(2000)がMagni φとして紹介しており、
彼らによると、本来この現象の基礎となる
φ運動は Wertheimer(1912) によって言及さ
れていたものの、Boring(1942) によってアメ
リカに仮現運動が紹介された際、β運動と

φ運動の違いが適切に記載されていなかっ
たため、これまでこの二つの運動が明瞭に
区別される事なく混同されたままであった
と述べている。すなわち Wertheimer(1912)
は空間的に離れた二つの対象が時間をおい
て（60ms）点滅した時、二つの対象間で滑
らかな運動が知覚される場合をβ運動と呼
び、その ISI が60ms 前後の時を最適時相と
呼び、ISI が30ms 以下で両者が同時に知覚
される場合を同時時相と呼んだ。そしてこの
同時時相と最適時相の間で、二つの対象が互
いに近傍に位置し、ISI=51ms、SOA=101ms
の条件において対象の運動は知覚されないが
対象の間を影のようなものが運動する「純粋
運動 pure motion」、すなわち「対象のない
運動 objectless motion」が知覚されることか
ら、これをφ運動としてβ運動とは区別して
いたと述べている。この事は Wertheimer の
提唱したφ運動が Hayashi の v-movement の
基礎となっていることを示唆するものである
が、彼らの論文において Hayashi(1990) は引
用されておらず、彼らはβ運動とφ運動の違
いについて調べていくうちに Magni φに至
ったと思われる。また Hayashi(1990) におい
ては当初からφ運動が取り上げられていたわ
けではない。円環運動をする v-phenomenon
における運動を同時時相になるまで速くし
た条件（すなわち円環上に全ての黒丸が同
時に提示されているように見える条件）よ
り少し遅い条件において運動対象を特定す
ることができない円環運動だけが観察され
る時があり、これを運動物体がない純粋
な運動、「新たな仮現運動における純粋φ
（Pure-φ in new apparent movement）」 と
呼び、これは Wertheimer の純粋φと同じ
現象であると考えた。このように Steinman, 
Pizlo & Pizlo(2000) とは異なり、Hayashi は
v-movement とφ運動を別の現象であると考
えていたがその根拠としては、v-movement
における最適時相よりもさらに速い条件に
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おいてφ運動が観察される点を指摘してい
る。ただし Steinman, Pizlo & Pizlo(2000) の
Magni φと Hayashi(1990) の v-movement が
ほぼ同じ現象であること、さらにHayashi が
示す v-phenomenon と「新たな仮現運動にお
ける純粋φ」のどちらにおいても運動対象を
特定することが困難であることを考えると、
これらの関係について今後さらに検討する必
要があるものと思われる。しかし本研究の主
眼はそこにはないので、これについては今後
の課題としたい。
　Hayashi の影の運動、あるいは Magni φ
の現象を従来の運動検知モデルに照らし合わ
せてみると（Smith and Ledgeway, 2001）、
明るさの位置変化を検知することによっ
て 働 く energy-based motion detector、 お
よび前の刺激対象 (object) と次の刺激対象
における色や形態など対象が持つ特徴の
一致（correspondence）を前提として働く
feature-based motion detector のうち、前者
だけが機能している状況と考えることができ
る。何故ならば、運動対象の特徴である黒丸
の運動は知覚されず、黒丸の位置変化によっ
て誘導される明るさの変化だけを手がかりと
して運動が知覚されるからである。
　しかし、我々が日常生活の中心視において
観察する運動のほとんどはこの二つの検知機
構が同時に働くことによって知覚される。
energy-based motion detector だけが機能す
る数少ない経験のうちの一つは、周辺視にお
いて、何かはわからないが何かが動いたこと
だけはわかるという現象で、これはほとん
どの人が経験したことがあるはずである。
また、唯一 feature-based motion detector だ
けが機能する現象は、いわゆる Cavanagh 
& Mather(1989) において二次運動 (second-
order motion) と呼ばれたものである。代表
的な二次運動は、輝度変化を伴わない刺激の
テクスチャの変化などによって知覚される
運動であるが、この運動を日常生活におい

て経験することはほとんどない（Snowden, 
Thompson & Troscianko, 2012)。

Fig.2　時計回りに円環運動する Hayashi の影
の運動の軌跡上、上下左右の４カ所に
青丸を円環運動に同期させて67msec
提示すると青丸が時計回りに円環運動
する様子が観察される。

　この「林の影の運動」における円環運動の
軌跡上に、例えば Fig.2に白丸で示した上下
左右の４カ所に色付きの丸（たとえば青丸）
を、その円環運動に同期させて提示した場合、
実際は4点しか提示されていないにも関わら
ず、影の運動と一緒に青丸が円周上を一周す
るという運動が観察される。これは「影の運
動による色の捕捉現象」（中村 , 2016）と呼
ばれる錯視現象であるが、これを上記の運動
検知機構に当てはめて考えると、検知された
energy-based motion に青丸という feature が
捕捉されたものと考えることができる。当然
ではあるが、影の運動を誘導する刺激を提示
せずに色刺激のみを同じタイミング（267ms
間隔）で４箇所に提示した場合、円環運動は
観察されず、断続的に提示された4点が観察
されるだけである。さらに円周上の16の位
置に黒丸を静止した状態で提示し、その上で
上下左右の位置に順次色刺激を提示した場合
も同様の結果である。このことは円周上の静
止した黒丸の配置が色刺激の仮現運動を誘導
している訳ではないことを示すものである。
　Newsome, Mikami & Wurtz (1986) はヒト
に仮現運動が生じる条件として、第１刺激
と第２刺激のフラッシュライトの空間的距
離と速度（deg/sec）（２刺激の空間的距離を
２刺激の時間間隔で除したもの）との関係
について調べ、同じ条件におけるアカゲザ
ル rhesus monkey の大脳皮質第一次視覚野
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（V １）および第５次視覚野（MT 野）の反
応についても調べた。そしてその実験結果を
Mather(2009) がまとめ直したものが Fig.3で
ある。この図からわかるように、V １および
MT 野で反応が生じる（運動を知覚する）た
めには第１刺激と第２刺激の ISI（刺激間間
隔）が100ms 以下であることが必要となる。
影の運動によって捕捉される4点についてみ
ると、誘導刺激三個分が空白すなわち ISI に
当たり、その時間間隔は200ms となるため、
この条件ではスムーズな運動が知覚されない
ことが理解できる。
　本研究は、この錯視現象 ( ※注１) の紹介
およびその知覚機序に関する議論とその検証
を目的とするもので、そのために実施したさ
まざまな条件下での実験観察について以下に
報告する。 

２．実験刺激作成方法

　上記現象を含め、全ての動画刺激はAdobe 
Director ver.11を用いて作成した。基本的刺
激においてはまずパソコンの液晶モニター上

（背景は灰色：#888888）に直径529ピクセ
ル (118mm) の正円を描き、その円周を16等
分（22.5度）に分けてそれぞれの位置に直径
58ピクセル (12.9mm) の黒丸（#000000）を
配置した。そして最上段の黒丸から順次反時
計回りに67ms 消しては再度提示することを
繰り返した。これによって時計回りの影の運
動が観察されることになる。影の運動が円環
上を一周するのに要する時間は1067ms とな
る。もし消失している時間を倍の133ms に
すると、先に述べたように消えている位置に
その隣にあった黒丸が反時計回りに次々と仮
現運動をする様子が観察され、影の運動は観
察されない。反時計回りの個別の仮現運動が
一周するのに要する時間は2134ms となる。
また液晶モニターにおいては一つの画面から
次の画面が生じるまでの時間間隔はほぼ0ms
となるため、仮現運動の条件設定で用いられ
る I S I（前の刺激が消失して次の刺激が提
示されるまでの時間）ではなく、SOA（前
の刺激が提示されて次の刺激が提示されるま
での時間間隔）をここでは時間設定条件の指
標として用いる。
　上に示した影の運動が観察される条件にお
いて、上下左右（時計の12時、3時、6時、9時）
の位置に誘導刺激が消えたタイミングで、そ
れが消失している間（67ms）、誘導刺激と同
じサイズの色刺激丸（#33FFFF：ライトブ
ルー）を提示すると、この色刺激丸が16点
の内4点しか提示されていないにも関わらず
円環上を影の運動と一緒に回転運動している
様子が観察される。この現象を「影の運動に
よる色刺激の捕捉錯視」と呼ぶ。
　以下にこの基本刺激をさまざまにアレンジ
し、そこで観察される現象を基にこの錯視の
性質について考察していくことにする。

Fig.3　仮現運動が観察されるときの２刺激間
の ISI と空間距離の関係を V １（第一
次視覚野）と M T 野について調べた
Newsome, Mikami & Wurtz (1986)
の結果を Mather(2009) が書き直した
もので、知覚閾グラフの右上の条件で
は仮現運動が知覚されないことを示し
ている。
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３．�実験観察１：　影の運動が捕捉で
きる空間的、時間的範囲

　最も顕著に捕捉錯視が生じる条件は影の運
動と同期して、その軌跡上の上下左右4点に
色刺激を提示する場合であるが、その同期あ
るいは提示位置をずらした場合、上記のよう
な捕捉が生じるのであろうか。本実験観察で
は Fig.4に示すように、影の運動の軌跡から
誘導刺激一つ分内側にずらして観察してみ
た。その結果捕捉現象は観察されたが、誘導
刺激二つ分ずらした場合はスムーズな捕捉現
象を観察することはできなかった。タイミン
グについては67ms 程度のズレ（色刺激の提
示が遅れる）であれば捕捉現象を観察するこ
とができるが、それを超えると色刺激が影の
運動を追いかける印象が強くなり、さらにズ
レが大きくなるにつれて影の運動と色刺激が
乖離してくることが分かった。

Fig.4.　影の運動を誘導する黒丸より50ピクセ
ル捕捉刺激（青丸）を内側にずらした
時の各捕捉刺激の位置。捕捉刺激の提
示は影（黒丸の消失）と同期している
ため、それぞれが提示される時その外
側に黒丸は提示されていない。

　局所的な運動（local motion）を検出する
第一次視覚野の受容野の大きさ（視角2°以
内）に比べて、全体的な運動の検出に関わっ
ているMT野（第５次視覚野）の受容野は視
角10°〜 20°以内と広く（Tanaka, Hikosaka, 
Saito, Yukie, Fukada, & lwai, 1986; Andersen, 
1997）、そのために多少の空間的ずれが生じ
たとしても捕捉されるものと思われる。時間
的ずれに関しては、影の運動から遅れるとい
うことはそこに空間的ズレが生じるというこ

とであるから、MT 野の受容野の大きさによ
ってある程度は説明できるものと考える。た
だし空間的、時間的ずれがどの程度まで許容
されるかについてはさらに厳密な実験が必要
と思われる。

４．�実験観察２：　影の運動の方向の
予測が色刺激の捕捉を促進してい
るのか？

　この錯視現象が生じる要因の一つとして、
影の運動が円環運動をしているために動きの
予測が容易で、そのことが色刺激の捕捉に関
与しているのではないかという仮定が考えら
れる。そこでこの実験観察２においては影の
運動を円環運動ではなく、Fig.5に示すよう
なランダムに方向を変える循環運動とした場
合に、これまで同様途中４箇所に提示された
色刺激が捕捉されるか否かについて検証す
る。この循環運動事象では、いくつかの箇所
においては次の移動方向が多義的であり、運
動方向の予測が困難となっている。しかしこ
のような条件においても色刺激が捕捉されて
影の運動の軌跡上を移動する現象が観察され
ることがわかった。この結果は運動方向の予
測によって色刺激の捕捉が生じているわけで
はないことを示唆するものである。

Fig.5�　影の運動を誘導する黒丸とそれに同期
して提示される捕捉刺激（青丸）の提
示位置。この場合影の運動は循環運動
するが、黒丸の移動に対して時間的に
等間隔に青丸を提示した。

　仮現運動については、これまでいくつ
かの研究で第１刺激と第２刺激の空間的
中間地点に内的表象が形成されており
（Yantis & Nakama,1998; Hidaka, Nagai, 
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Sekuler, Bennett, & Gyoba, 2010）、 そ の 内
的表象は MT 野から第一次視覚野へのフィ
ードバックによるものであることが報告さ
れ て い る（Sterzer, Haynes & Rees,2006 ; 
Arstila,2016)。この考えに従うならば、まず
影の運動を知覚し、それによってその運動軌
跡上に提示された刺激が捕捉されるものと考
えられる。実際に上記の基本となる刺激を
観察した知覚研究者の一部から、色刺激が提
示された位置から遡って前の位置に色が知覚
されるという報告もされており、これは MT
野において生じた影の運動によって色刺激が
捕捉され、それが第一次視覚野にフィードバ
ックされることによって遡った位置に内的表
象として色が知覚されていることを示唆する
ものと言えよう。

５．�実験観察３：　捕捉刺激の提示位
置に規則性は必要か

　これまでの影の運動による色刺激の捕捉現
象において設定された条件では、正円を１６
等分し、正円上のそれぞれの位置に影の運動
の誘導刺激を配置すると同時に色刺激を等間
隔で上下左右の4点に提示した。この実験観
察では円環上のランダムな位置に提示した
場合でも色刺激の捕捉現象が生じるか否かに
ついて検討する。観察条件として Fig.6(1) 〜
(4) に示した4通りの位置に色刺激を提示し
たものを用いた。(1) の位置に提示したもの
から一周するごとに順次右の配置へと提示す
る位置を変え、４つの円環運動が終わったら
再度 (1) に戻り、それを繰り返すという偽ラ
ンダム条件を設定した。図からわかるように
隣り合う色刺激間の時間的空間的距離が遠い
ものから近いものまで様々な位置に提示され
ているが、特に (1) と (2) では前の色刺激の
位置から次の位置までの空間的距離が157.5
度、時間的間隔（SOA）が467ms という配

置も含まれている。

(1) (2) (3) (4)
Fig.6　捕捉刺激（青丸）の提示位置をランダム

に変えたシリーズを4種類準備し、それ
らを（１）から（４）まで繰り返し提示
することで偽ランダム条件とした。

　観察の結果、この刺激条件においてもこれ
まで同様の捕捉現象が観察された。この観察
結果は、捕捉される色刺激が等間隔に提示さ
れる必要はないこと、一旦影の運動が知覚さ
れると、その軌跡上であるならば色刺激同士
の時間的間隔、あるいは空間的距離が離れて
いても捕捉現象が生じることが理解できる。

６．�実験観察４：　円環上2点の捕捉
刺激提示の場合、捕捉現象は生じ
るか？

　先の観察では捕捉される色刺激の間隔が最
大157度、時間的間隔が467ms でも捕捉現象
が観察されるということであったが、この円
環上に提示される場合、その最大値は180度、
533ms である。すなわち、二つの色刺激が
直径の両端にのみ提示されることになるた
め、提示され得る色刺激は自ずと２つだけと
なる（Fig.7参照）。このような条件において
捕捉現象が観察されるか否かを調べることが
本実験観察の目的である。

Fig.7　 影 の 運 動 を 誘 導 す る 刺 激 を 青
(#0000EE)、 捕 捉 刺 激 を ピ ン ク
(#FF66FF) と設定した場合、捕捉刺激
の提示位置が上下の2点であっても捕捉
現象が観察された。
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　これまで同様影の運動の誘導刺激を黒丸と
して円周の上下２点に色刺激を提示した場
合、ある程度の捕捉現象は観察されるが、円
環上の途中で灰色が見えるなど円環運動全体
に色刺激が観察されることはない。しかし影
の運動の誘導刺激として青 (#0000EE)、上下
２箇所に提示する色をピンク (#FF66FF) に
設定すると円環全体の捕捉現象が観察される。

Fig.8　Hinton(2005) によって作成されたラ
イラック・チェイサー。ライラック・
チェイサーではグラデーションのある
ピンクの丸を円環上に並べて Hayashi
の影の運動と同様ではあるがゆっくり
円環運動させるというものである。そ
の結果、途切れた位置にそれまで提示
されていた色とは補色の関係にある緑
の丸がピンクの後を追うように円環運
動する様子が観察される。

　影の運動の誘導刺激を色付きの丸にする条
件は、Hinton(2005) によって作成されたラ
イラック・チェイサー錯視（Fig.8）とほぼ
同じ条件を備えている。この錯視においても
さまざまなヴァリエーションが存在するが、
もっとも代表的なものでは中心から周辺に向
かってグラデーションのあるピンクの円図形
が図のように円環状に配置されており、本研
究におけるゆっくり動く誘導刺激と同じよう
に、順次時計回りに消失しては現れるという
もので（従って影の運動は生じない）、観察
者は図の中心点を凝視することによって、す
なわち周辺視においてピンクの陰性残像によ
る緑色の円がピンク円の後を追うように知覚
されるというものである。本実験観察で用い
た色つきの刺激条件においてもライラックチ
ェイサーと同じ現象が生じ、それが捕捉現象
に関与していると考えることもできるが、ラ
イラックチェイサー錯視との間には次の点に

おいて決定的な違いがある。すなわち影の運
動の誘導刺激は青であり、青の陰性残像の色
はオレンジ色となるため、捕捉されて円環運
動するピンクとは異なるという点である。従
って本実験観察における現象はライラックチ
ェイサー錯視とは異なり、明らかにピンク刺
激が影の運動に捕捉されて円環運動している
と理解される（※注２）。
　しかし、捕捉刺激の2点提示において明瞭
な捕捉現象が観察されるのは上記条件、ある
いは誘導刺激、捕捉刺激のどちらも色がつい
ている場合に限られるため、これまで示して
きた捕捉錯視とは性質が異なることも考えら
れるため、今後さらに検討する必要があるも
のと考える。

７．�実験観察５：　反対方向に向かう
二つの影の運動それぞれに2種類の
捕捉刺激が同時に捕捉されるか？ 

　これまでの実験観察では、基本的に一つの
影の運動に一種類の色刺激が捕捉される現象
にさまざまなアレンジを加え、そこにおいて
観察される現象を基にこの補足錯視の性質に
ついて検討してきた。この実験観察では時計
回りの影の運動と反時計回りの影の運動を同
時に誘導し、それぞれの影の運動に同期して
提示された別々の色刺激が同時に捕捉される
か否かについて検討することを目的とする。
　Fig.9に示すように、影の運動による補足
錯視の基本刺激に以下のようなアレンジを加
えて実験刺激とした。基本刺激では時計回り
に円環運動する影の運動の誘導刺激は黒丸で
あったが、ここでは明るい青（#33FFFF）、
それに捕捉される色刺激は赤（#FF0000）
とした。さらにその明るい青の間に挟まれ
るように反時計回りの影の運動を誘導する
刺激としてそれよりは若干小さい薄い緑丸
（#66FF66）を配置した。それに捕捉される
色刺激は赤と同じサイズで赤と同じ位置に提
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示される青丸（#0033FF）とした。二つの影
の運動の誘導刺激は同時に動き出し、同じ速
度で円環運動をするため、赤丸と青丸は12
時と6時の位置では重なり合うために、赤丸
は上下左右の4点に提示され、青丸は3時と9
時の２地点だけに提示されることになる。そ
れぞれの刺激の提示時間および誘導刺激の消
失時間は67ms で、時計回り、反時計回りど
ちらの円環運動も円周上を一周するのに要す
る時間は1067ms であった。
　観察の結果、４箇所に提示された赤丸も２
箇所にしか提示されなかった青丸もそれぞれ
の影の運動に捕捉されることがわかった（※
注３）。ただし観察者の中には、それぞれの
円環運動が反対方向へ一周するのではなく、
12時の位置から同時に反対方向に回転を始
め、6時の位置で互いに衝突して反発し、さ
らに12時の位置で再度衝突して反発し、円
周の右側と左側だけを行ったり来たりするよ
うに回転するという現象を報告する場合もあ
った。ただしどちらの現象を報告した場合で
あっても、赤丸と青丸が同時に影の運動に捕
捉されていることは明らかである。先述の実
験観察４では特定の色刺激を用いた時にのみ
捕捉現象が観察されたが、本実験観察のよう
に捕捉される色刺激が２箇所で重なり合う場
合、互いの遮蔽関係が知覚され２箇所しか提

示されない場合でもその位置における遮蔽に
よる補完が成立し、それが２箇所の提示だけ
でも捕捉を可能にするものと考えられる。こ
の点については反対方向への二重の影の運動
が知覚されることによって MT 野の反応が
強くなりその反応の強さに応じて捕捉されや
すくなったと考えることもできるが、今後さ
らに検証する必要がある。

８．�実験観察６：　影の運動誘導刺激
と捕捉刺激の形とサイズの違いが
捕捉現象に及ぼす影響について

　実験観察５において反時計回りの影の運動
誘導刺激とそれによって捕捉される色刺激は
提示される位置がズレていると同時に、その
サイズも異なっている。もしサイズが異なっ
ていても捕捉されるのであれば、形が異なっ
た場合はどうであろうか。この実験観察にお
いては誘導刺激と捕捉刺激の違いが捕捉現象
に対してどのように影響するかという点につ
いて検討する。
　これまで述べてきたように energy-based 
motion detector が単独で働いた結果、影の
運動が知覚されると考えられるが、この検知
機構は明るさの変化に基づく運動検出機構と
言われており、もしそうであれば誘導刺激の
形は影の運動を知覚する上ではほとんど関係
ないことになる。そこで誘導刺激と捕捉刺激
の形と大きさを異なるものにして、影の運動
が知覚されるのであればその動きに同期して
提示される捕捉刺激もどのような形であれ捕
捉されるものと考えられる。そこで実験観察
5で用いた刺激条件の内、反時計回りの影の
運動を誘導する刺激の形を丸から四角に変え
たものだけを取り出して観察した（Fig.10）。
誘導刺激の色は薄い緑（#66FF66）で捕捉刺
激は青（#0033FF）とした。捕捉刺激が提示
される位置は上下左右の４箇所とした。

Fig.9　時計回りの影の運動を誘導する刺激
を 明 る い 青（#33FFFF）（ 図 で は 大
きな丸）、それに捕捉される刺激は赤
（#FF0000）とした場合と、反時計回
りの影の運動を誘導する刺激を薄い緑
丸（#66FF66）（図では小さな丸）、そ
れに捕捉される刺激を青丸（#0033FF）
とした時の刺激配置図を示す。この条
件では時計回りと反時計回りのそれぞ
れの影の運動によって、それぞれに同
期して提示された捕捉刺激が同時に捕
捉される現象が観察される。
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※注１：　「影の運動による色の捕捉錯視」現象
については「2016年度第８回錯視・錯聴コン
テスト」においてグランプリを受賞しており、
日本の錯視研究者によって新しい錯視現象とし
て認定されている。

　（http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/
sakkon/sakkon2016.html）

※注２：　影の運動による2点捕捉錯視現象につ
いては「2017年度第９回錯視・錯聴コンテス
ト」において準グランプリを受賞している。

　（http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/
sakkon/sakkon2017.html）

※注３：　反対方向に円環運動する二つの影の運
動によって2種類の色刺激が同時に捕捉される
錯視現象には「2018年度第10回錯視・錯聴コ
ンテスト」において準グランプリを受賞してい
る。

　（http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/
sakkon/sakkon2018.html）

注

Fig.10　影の運動を誘導する刺激を正方形に変
えた時の刺激の配置図。影の運動は反
時計回りの円環運動をするが、上下左
右にその運動と同期して提示された丸
刺激がその運動に捕捉され丸刺激の円
環運動が観察される。

Fig.11　影の運動を誘導する刺激は円環状に並
べられた小さい正方形である。この条
件下では明瞭な捕捉現象を観察するこ
とはできない。

　観察の結果、これまでの影の運動による捕
捉錯視同様、青丸が捕捉される現象が観察さ
れた。このことから誘導刺激の形は関係ない
ことが明らかとなった。次に誘導刺激のサイ
ズを小さくしたところ（Fig.11）、Fig.10に示
した条件において見られるような明瞭な捕捉
現象を観察することはできなかった。これは
誘導刺激が小さいことによって影の運動に伴
う V １および MT 野の反応が小さくなり、
そのために捕捉が不十分になったことが理由
として考えられる。

９．結論

　通常我々が運動を知覚するほとんどの場
合 に お い て energy-based motion detector
と feature-based motion detector の 二 つ の
運動検知機構が同時に機能している。その
結果特定の特徴（形や色）を持った対象の
運動が知覚されることになる。それに対し
て Wertheimer のφ運動、Steinman et al. の
Magni φ、あるいは Hayashi の v-movement

のような、運動対象を特定できない純粋な運
動だけが知覚される条件下においては、その
軌道上に部分的に、しかもフラッシュ刺激と
して特徴を持った対象が提示されると本来の
二つの運動検知機構が同時に働く運動知覚に
戻そうとする機序が働き、影の運動が特徴を
持つ対象をその動きに取り込んで通常の運動
知覚に変容するものと考えられる。従って特
徴を持つ刺激が捕捉された運動は既に影の運
動ではなく、通常の運動知覚に変容しており、
その結果として捕捉された刺激が影に代わっ
て円環運動するように知覚されるものと考え
られる。
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